
収入の部

項目 金額 2013年度予算額 2012年度実績 内訳・説明

入会金年会費 11,432,908¥ 10,000,000¥ 11,041,138¥ 

2013年度は新たに正会員が412人入会し、正会員総数は年度
末で1587人と前年度よりわずかながら増加し、過去最高となっ
た（2012年度末は其々477人、1524人）。そのため入会金年会
費収入も前年度をわずかに上回った。

Ａ．公開セミナーな
どの対外向け活
動

584,250¥     200,000¥     205,672¥     

当初計画よりも多くの公開行事を行ったため、収入、支
出とも予想を上回った。4月自閉症啓発デー公開講座、6
月記念講演会、2月エージェンシー連絡会との共催イベ
ントなど。

Ｂ．定例会などの
会員向け交流活
動

1,720,300¥   1,600,000¥   1,674,300¥   
2013年度も札幌、仙台、新潟、東京、埼玉、北陸、名古
屋、大阪、神戸、広島、福岡で年２～4回程度、定例会を
開催した。

Ｃ．講習会など療
育支援事業

411,000¥     180,000¥     247,500¥     
関東ビギナーズセミナー、ABA支援者養成講座（8月神
戸）、福岡セラピー勉強会、仙台講習会など、当初予定
を上回る開催があった。

Ｄ．発達障害児に
対する直接支援
事業

2,226,800¥   2,600,000¥   3,181,900¥   
今年も東京、埼玉、名古屋、大阪、明石で月に1回、発達
相談を実施したほか、札幌、仙台でも不定期に実施し
た。利用者は近年減少傾向にある。

Ｅ．書籍、ビデオ、
教材などの頒布
事業

3,977,625¥   3,500,000¥   4,991,270¥   
2013年度も多くの入会者があったため、つみきBOOK＆
DVD　283万円、つみきプログラム79万円など、予想を上
回る売り上げがあった。

Ｆ．調査研究事業 -¥              -¥              14,000¥       

寄付金収入 1,197,475¥   900,000¥     1,141,000¥   年末寄付キャンペーンなど。

受取利息 977¥           -¥              749¥           

雑収入 603,955¥     550,000¥     122,432¥     消費税還付53万円など。

経常収入合計 22,155,290¥ 19,530,000¥ 22,619,961¥ 

支出の部

事業費

項目 金額 2013年度予算額 2012年度実績 内訳・説明

Ａ公開セミナーな
どの対外向け活
動

1,196,300¥   750,000¥     728,662¥     
4月啓発デー公開講座10万円、6月記念講演会11万円、
２月公開講座27万円、JDDネット関連16万円、サーバー
レンタル料16万円など。

Ｂ．定例会などの
会員向け交流活
動

1,994,672¥   2,000,000¥   1,953,173¥   
各地の定例会の運営経費。札幌24万、仙台20万、新潟
13万、東京18万、埼玉12万、名古屋15万、北陸7万、大
阪23万、神戸10万、広島20万、福岡22万。

Ｃ．講習会など療
育支援事業

258,380¥     200,000¥     173,514¥     
ビギナーズセミナー8万、支援者養成講座4万、福岡セラ
ピー勉強会6万など。

Ｄ．発達障害児に
対する直接支援
事業

1,107,913¥   1,300,000¥   1,258,294¥   
各地の発達相談の運営経費。東京31万、埼玉6万、名古
屋18万、大阪22万、明石０、など。

Ｅ．書籍、ビデオ、
教材などの頒布
事業

2,506,673¥   2,800,000¥   3,271,505¥   

つみきBOOK増刷80万円、つみきプログラム増刷60万
円、ABA入門増刷12万円、カード印刷44万円、エビデン
スレビュー印刷15万円、つみきBOOK付属DVD焼き増し
17万円など。

Ｆ．調査研究事業 532,120¥     60,000¥       126,968¥     統計ソフト、発達検査用紙等購入費。

小計 7,596,058¥   7,110,000¥   7,512,116¥   
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管理費

給料手当 5,513,250¥   6,800,000¥   6,766,225¥   本部職員（藤坂代表、他２名）の給与。

福利厚生費 382,434¥     2,500,000¥   ¥2,460,807 本部職員の社会保険料、退職金積立金

旅費交通費 143,653¥     195,000¥     194,060¥     本部職員通勤交通費など。

通信運搬費 174,966¥     280,000¥     275,508¥     送料、電話代、インターネット使用料。

消耗什器備品費 -¥              50,000¥       9,960¥        

消耗品費 89,804¥       150,000¥     146,932¥     事務用品など。

印刷製本費 740¥           150,000¥     144,060¥     

光熱水料費 91,525¥       110,000¥     103,932¥     
事務局電気、ガス、水道代など。東京オフィスはNOTIAと
折半。

賃借料 1,158,400¥   1,050,000¥   1,032,000¥   
東京オフィス賃貸料(月14万）の半額。事務局駐車
場。

保険料 26,000¥       -¥              5,000¥        傷害保険など。

諸謝金 252,000¥     240,000¥     126,000¥     顧問税理士顧問料。

租税公課 -¥              250,000¥     1,507,500¥   消費税は払い過ぎで還付を受けたので、新たな負担はなし。

雑費 131,208¥     120,000¥     111,371¥     振込手数料。事務局庭剪定費など。

小計 7,963,980¥   11,895,000¥ 12,883,355¥ 

経常支出合計 15,560,038¥ 19,005,000¥ 20,395,471¥ 

経常収支差額 6,595,252¥   525,000¥     2,224,490¥   

前年度繰越金 5,625,501¥   5,625,501¥   3,401,011¥   

次年度繰越金 12,220,753¥ 6,150,501¥   5,625,501¥   


